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抄 録一
結 核 專 門 雑 誌

遭Beit滋gezurK夏iぬikdα 姻Tuberkulose
.Bd.85.H.2,1934.

肺結核症二於ケル植物性神経系統 ト月纒 二就テ

N.Smilovibs:UberdasvegetativerSystemunddie

,MenstruationbeiderLungentuberkulose.

歯般 二結核症 ト植物憩経系統及ビ内分泌臓器 トノ關

係ハ密接ナモノデアルコトハ認メラレテ居ル、或者ハ

迷走神経系緊張ヲ叉或ル者ハ交感紳経系 ノ障碍ヲ圭

張シテ居ル、叉結核症 ノ末期二於テハスベテノ植物紳

経系 ノ興奮減退ヲ認メラレテ居ル、叉之ヲ「ヅベレク

リソ」反鷹ノ状態b結 合 シテ考 ヘテ居ル者毛アッテ決

定困難デアル。叉月経 ト植物紳経系統 トノ關係モ密接

ナ關係 ガアリ、叉之二結核症ガ結合 シテ盆 複々雑 ニナ

ツテ居ル。

著者ハ之二關ス,レ諸家 ノ説即チ紳輕系統 ノ學者、結核

學者、婦人科學者等 ノ説 ヲ綜説的二述べテ自家 ノ主張

ヲ蓮ペテ居ル。

一般二結核性疾患 ノ爲メニ反射的墜化ヲオコス、植物

御経系統ハ著明二病墜ヲ呈スルモノデア〃。此植物紳

i綴機能 ノ李衡失調二關 シテ個 々ノ叉 バー連 ノ臓器系

統二可逆的墜化ヲオコサシムル.即Atlergie状 態及

ビ結核症ノ経過ノ土二著シキ影響ヲオコス。

生殖腺循環的攣化二於テノ月経 ノ ミナラズ其他生殖

腺外ヘノ波動的機能ハ卵巣機能 ノ遠隔的ナ作用二碧

ツテ起ル、然 シテ之ハ全植物紳経系ノ關與ニヨル仲介

的作用及直接的作用二關係 シテ居ル。
カ

之ニヨツテ此紳経系ノ卒衡状態 ノ範園二於 テ植物紳

経系ノ興奮性 ノ不安定}伏態ハオコルモノデアル。

叉月経二於テモ結核症二於 テ モ此刺戟性不安定が關

係 がアルガ故二結核症婦人 ノ 月経機能 ハ加算的ナ重

複關係 ニナ,レコ トニナツテ來ル.

結核症 ニオコツタ月経障碍ハ(期間及ビ強度間隔、

無月経、月経痛)等 ハ結核性毒素 ノ爲メノ卵集實質ノ

非特異性愛性ニヨツテ間接的rオ=}Vモ ノデァル。

数二結核症嬬入二於 テ ・・月輕前熱ガ永引ク時ニノミ

疾 患ノ進展 ガ關係シ、月経期間中及ビ月経後ノ熱ハ之

二反 シテ中毒性状態デアルむ然シテ熱 ノ永績、月経後

ノ下熱 、等 ハ皆結 核 症 ノ進 行 性 ヲ意 味 ス ル ト云 ヘ ル.

故 二 月経 賦 態 ニ ヨッ テ結 核 ノ進 行 及 、豫 後 ノ標 準 トナ

シ得 ル此 現 象 ハ決 シテ 月経 二原 因 シ タ 結 核 症 ノ悪 化

デ ハナ ク、 植物 紳 経 系 ノ過 興 奮 性 二關 ス ル。

故 二 月経 前 熱 ノ状 態 ・・結 核 症 ノ根 本 療 法 二俄 ツ テ良

好 トナ ル、然 シ内分 泌臓 器 ノ製 鋼 等 ハ絵 リ数 果 ナ シ、

然 シテBellafolinナ ルErgotamin,ノPhenyl5thyl-

barbitursaure結 合 剤 ノ・良 シ ト云 フe(太 田抄)

胸 腔鏡 ノ第 三光 射 角

KEisenstaedt:Die,,dritteOptik"inderThora-

koskopie.

從來 ノ胸腔 鏡 ガ其 光 封 角 ガCh鱗dler氏 ・・155.二 作

リKomitzerMaendlハ120c二 造 ツ テ居 ル が著 者 ノ・

1350二 造 ツタ之 ハ胸 腔 内 ノ 光 學 的 條 件 ニ ー 致 ス,レが

故 二良 好 ナ リ ト云 フ.(太 田抄)

「サ ノ ク リ ジ ン3ヲ 以 テ セ ル肋 膜 炎 ノ治 療

Edith.Hostu.Kund§echer:BehandlungderPleur・

itismitSan◎crysin.

「サ ノク リジ ソ」ガ結 核 症 ノ治 療 二用 ヒ ラyテ カ ラス

デ ニ10年 ヲ経 過 シ テ居 ル、 然 ンテ ー般 二報 告 サ レタ

多 ク ノモ ノハ肺 結 核 症 二就 テ ノ ミデ アル。然 ル ニ著 者

等 ハ肋 膜 炎 二封 ス ル治 療 的敷 果 ヲ考 ヘ テ、131例 ノ肋

膜 炎 患 者 二 「サ ノ ク リジ ソ」ヲ用 ヒタ、用 法 ハ経 過 二俵

ツ テ量 ヲ髪 ジタ ガ肋膜 炎 ニ ノ、殊 二注 意 シテ増 量 シタ、

最 初O.35、 高 熱 時 ・・0.25然 シ テ時 二減 量 シ叉 培 量 シ

タ、0・5、0・65、0.75、 ノ如 ン、2-3日 参間 隔 ヲ置

イ タ が モッ ト長 イ モ ノモ ア ル。

然 シテ之 ヲ194例 ノ封 照 ト シ テ 讐 通 二裁 察 シテ治

療 ヲ施 シタモ 〃 ・131例 中42例(32%)ガ 滲 出 液 除 去

後 肺 臓 二寝 潤 ヲ見 タ、他 ノ モ ノ ハ然 ラ ズ、浸 潤 ナ キ モ

ノノ、良 好 ナ ル結 果 ヲ得 タ。

i封照 ハ11・9%二 肺 結 核 ヲ見 、 其36%ハ3年 以 内 二死

亡 シタ。55%・ 、5年 以 内 二死 亡 シタe

142=73・1%が 現 存 シテ居 ル、 此 ノX線 検 査 ヲ行 フ、

然 シテ大 膿 二於 デ サ ノク リジ ン」ノ 数 果 ヲ賞 シテ居
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ル ガ之 ハ短 期 間 デ ハ ヲ カ ラ ヌ ト云 フ。(太 田抄)

結 核 症 二封 ス ル赤 血 球 沈 降 笈 感 卜血 溝 申 ヂカ ル シ

ウ ム」含 有 量 トノ關 係 二就 チ

GKurakane:VberdieZusammChhangzwischen

Blut震6叩erchensenkungsreaktienu.derCalcimugeh-

altderSerumderTuberkulose、

著 者 ハ赤 血 球 沈 降 反 慮 ト 血 清 「カ ル シ ウ ム」含 量 トノ

問 二密 接 ナ關 係 ア リ トシテ結 核 症 患 者 ノ 同 ジ血 液 カ

ラ赤 沈 反 慮 ト「カ}Vシ ウ ムJ量 ヲ検 査 シ タ.然 シ テ婦人

ハ 月経 時 ヲ避 ケ叉 牛 乳、 肝 洩 「カ ル シウ ム」盤 類 ノ投

與 ハ セ ヌ檬 ニ シタ。

赤 沈 方 法 ハWestergreen罠 法 ヲ用 ヒ、 「加 レyウ ムJ

量 ・・Kramer-Tisdall民 法 ヲ用 ヒタ、 然 シ テ雨 者 ノ間

二見逃 ス 可 ラ ザル 關 係 ヲ登 見 シタ。 麿P、「加 レシ ウムJ

量 ノ齢 キ程 赤沈 速 度 ハ大 トナ リ、 之 ハ男 、女 共 同様 デ

ア ツタ.

肺 臓 二於 ケ ル 孤立 的 圓形 病 竈 ノ 臨 淋 的 蛇 ビ ニ病

理 解 割 學 的 観 察

W.KleinuRdK.Wclff:OberKliniku.Pathologie

derisoliertenRundherdederLungen.

W.Klein氏 ノ・臨肱 的 方面 ヲKWolff氏 ノ・剖 検 的 方

面 ヲ澹 當 シテ5例 ノ 「vソbゲ ン」上 圓形 像 ヲ 認 メ タ

モ ノ ヲ報 告 シテ居 ル。

之 ハfvンbゲ ソ」ニ テ鮮 鏡 ナ 周 縁 アルー 様 ナ圓 形 ヲ

ナ シ時 ニ ハ稽 ζ楯 圓 形 ヲ ナ シ タ陰 影 ヲ見 ル.大 サ バ貨

幣大、数ハ多クハ1個 ナルモ時二数個 ヲ見ル、位置=

關 ンテハー定ノ=ト ナシ、周園ノ肺野ノ像ハ「vyト

ゲソ」上別二i著明ナ墾化ハナイ。

故二肺臓内ノ異物 ノ様二見受クラレルモメモアル、中

ニハ近 クニ結核竈 ヲ見ルン トモアル。

此 ～診噺ハ圭bシ テ「vソ トゲソ」二俵ル外ハナぞ、肋

膜 二近キモノハ時 二僅カニ打診上短音 ヲ見ル、咳嘱喀

疾無 久 喀疾中菌モ見ナイ、治療ハ他 ノ周園ノ結核性

愛化二磨ズル、

剖検上ヨリK.WGlff民 ハ明ラ カ ニ稼少キ硝子様結

締織細胞 ヨリカ レ外殻 ヲ有 シ、内ハ白聖化 シタ、乾酪

物質 ヲ満 シテ居ル、此外殼 ヲ以テ肺 ノ他 ノ組織 カラ孤

立 シテ居ル、然 シテロガ氣管枝二開イテ居 ルノヲ認メ

タ。

此者ノ成立二封 シテハ氣管枝 ガ關與 シテ居 ルト云ア

詮明 ヲ1899年 二Birch・Hirschfeldが ナ シテ居)レ。ev

氣管枝 ニァッタ乾酪質ガ、自然 二肺 二流 レタ爲二生 ジ

タト云フ。1902年 二Schmor1ガ 之 ヲ確認 シタ。然 シ

テ氣道性外因性感染 ヲ圭張シタ。

自分ノ・之ヲ第一次結核後 ノ最初 ノ病竈 トノミハ考ヘ

ラレヌ、叉、 必ズシモ外因性感染 二依ル トモ考ヘナ

イ、然シ此 ノ成立ニハ氣管ガ大ナル關係 ノアルコト八

認メルガ之 レカラノ播種ハ氣管ガ絵 リ關奥サソタル

トノ、思ハレヌト、(太 田抄)

の
Zeitschtift缶rTuberkulose.Bd.69.H.4,1934.

結 核 菌 感 染 ノ他 種 細 菌 感 染 ニ ヨル 影 饗

奪しBielingundLOelrichs:DieKochbacilleninfek-

tioninWechselwirkungzuandersartigenInfektion・

eB.

著者ハ前論文デ結核菌ヲモツテ前塵置 シタ動物ハ同

種菌 ノ再感染 二際 シ所謂BehringundRδmerノ 現

象即Allergie反 慮 トシテ極早期二廣大ナ滲出性病竈

ガ表ハレ間モナク完全ナ吸牧 が行バレル ト.而 シテ

「vン トゲソj像二於ケル早期寝潤 ハ斯 加レモノデァ

ルト考ヘタ。コノ様ナ現象が結核菌以外ノ細菌デ再感

染 セシメタ場合モ起 ♪レカドウカ、叉結核菌以外ノ細菌

デ前塵置セラレタ動物 ガ結核菌ノ再感染 ノ場合モ起

ルカドウカヲ見ソトシテ行ハレタ實験デアル。結核菌

デ前塵置セラレタ鼠ヤ家兎ノ睾丸又 ハ氣管枝内二癩

菌 、大 腸 菌 、肺 炎 菌 、「ス ピ ロヘ ー タvパ リー ダ」癌 腫

細 胞 異種 蛋 白盟 ヲ與 ヘ テ種 々 ノ程 度 ノAllergie反 感
　 も

ガ表 ハ レタ。殊 二抗 酸菌 ノ人類 癩 菌 ハ コ ノ モ ニ デ前塵

置 シ結 核 菌 デ再 感 染 ヲ行 ツテ モ 同檬 ノ 現 象 ガ表 ハ ソ

タ ガ癩 菌 以 外 デ ・・コ ノ逆 ノ實 験 デ ハ 陰 性 ノ 成 績 デ ア

ツ タ。 コ ノ現 象 デRhe級matismusヤ 急 性 肺 炎 ノ病 理

ヲ翫 明 シ又 何 故 二癩 病 が 同一 ノ菌 ニ ヨ ヅ テ 全 ク異 ツ

タ病 歌 ヲ呈 シ得 ル カ ヲ説 明 セ ソ トシテ ヰ ル。(馬 場 拶)

硬 結 性 紅 斑 二關 ス ル疑 問

W.GδbelundE.Schuhardt:BeitragzurFrageder

Erythemanodosum.

硬結 性 紅 斑 ヲ呈 セ ル 患 者 ノ例 ヲ述 べ 次 デ 結 核 症 トノ

關 係 ヲ述 ベ テ ア 〃、

16歳 ノ男 芋 デ3ク 冠前 咳 歎 ア リ1ケ 鳳 前喀 疲 巾 二
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結 核菌 陽性 、入 院 時理 學 的並 「レ ソ トゲ ソ」學 的 二明 カ

ナ所 見 ア リ。 喀 疾 中 ノ結 核 菌 ハ培 養 上 モ陰 性 「ツ ベ ル

ク リ ンj反3同 共 陰 性、 次 デ高 熱 ヲ獲 シ新 病 竈 ノ曇 生

後 間 モ ナ 〃 「ツ ベル ク リ ソ」反 慮 ハ著 明 二陽 性 、引績 イ

テ硬 結 性 紅 斑 生 ズ、 糞 便 中 ニノ・入 院 時LambliaiRte・

stinalisノ 贔 卵 ア サ。

硬結 性 紅 斑 ガ結 核 症 ト關係 ナ シ ト云 フ人 々ハfツ ベ ル

ク リ ソ」反 磨 ノ陰性 ナ,レ事 が時 皇見 ラ レル爲 メデ ア ル

ガ著 者 ハ 硬結 性 紅 斑 ノ 大 多数 ハ 「ツ ベ ル ク リ ソ」反 磨

陽性 デ陰 性 例 ハAllergieノ 動 揺 ノタ メ デ ア リ、或 ハ

硬結 性 紅 斑 前 ハ陰 性 デ モ症 状 ガ表 バ レ ル ト陽 性 ニナ

ツタ リス,レ。要 ス,レ ニ コ ン丈 デ結 核 症 トノ關係 ヲ否 定

シ得 ヌ.

赤 血 球 沈 降 速 度 ハ硬 結 性紅 斑 ノ起 ル 前 二 著 明 二 早 ク

ナ ツ テ ヰ ル。之 ヲ免 疫 ノ下 降 ト關聯 セ シメ硬 結 性 紅 斑

ノ登 生 ニノ・誘 因 が必 要 デ アル ト。帥結 核 症 及 ソ レ以 外

ノ誘 因 が相 寄 ッテ生 ズ ト。結 核 症 トシテ ハ病 竈 ガ新 ラ

シ イ事 、叉 ハ 古 イ病 竈 デー 見治 癒 セ リ ト思 ハ レル モ ノ

デ誘 因 トシテ ハ禮 質(家 族 的 二 表 バ レ ル)内 因(内 分

泌、 季 節)外 因(諸 種 傳 染 病 殊 二麻疹 、 百 日咳 等)が 關

係 ア リ ト。

著 者 ノ例 デ ・・Lambliaintestinali§ がnegativeAner・

gieヲ 起 シテ ヰ タ モ ノb考 句 レ ト。(馬 場 抄)

小 見結 核 ノ年 齢 ニ ヨル形 態 學 的差 異

v.Pusik:VergleicheRdeMorphologiederTuberkulose

beiKindemnachAltersperi◎den.

肺組 織 ノ分 化 套 育 二從 ヒ結 核 菌 二樹 ス ル 反 磨 如 何 ヲ

研 究 セ ソ トシテ年 齢 別 二群 ヲ分 ツ。

1・0-1歳 迄 、專 ラ滲 出性 ノ淋 巴 球 浸潤(1ymphoid・

exsudativ)ヲ 圭 〉ス。10クA位 デ 巨態 細 胞 ノ 出現 ヲ見

ル が ソ ノ周 園 ヲ淋 巴 球 ガ取巻 イテ ヰ テ成 人 ノTuberkel

トハ異 ナ ツ テ ヰ ル。 コ ノ頃 ハ 爾Mesenchymノ 分化

ガ不 充 分 デ生 盟 ノ結 核 菌 二i封ス ル 反慮 が 異 ル モ ノ ト

考 フ。

2・1-3歳 、Aeinusノ 形 が完 成 シMesenchym

が著 明 二分化 ス.結 核 病 竈 ハ 爾大 部 分 滲 出性 ダ ガ境 界

ガ鮮 明 トナ ル。 塘殖 性 ノ部 分 モ 僅 カニ出 現 ス 。 個 々

ノTuberke1ノ ・癒 合 シ巨態 細 胞 ハ末 梢 部 二押 ヤ ラv表

皮標 細 胞 ハ柵 状 二排 列 ス。

3・3--7ec、4分 類 法 ノ 中心 ヲナ ニス。壌殖 性 が圭

デ滲 出性 ノ部 ハ僅 カ トナ ル。4歳 迄 ハ2群 トノ移 行 型

ガ見 ラ レ7歳 ニ ハ次 ノ群 二見 ル 様 ナ 種 々 〉方 向^ノ

録 鵬

豪 展 が見 ラ の レ。

4.7歳 以 上 、成 人 結 核 ヘ ノ移 行 型 デ 圭 二増殖 性 デ

硬結 性 憂 化 、 肺 萎 縮 等 が 見 ラ レル。Tuberkelハ 著 明

二縮 小 シ ソ ノ壁 モ薄 ク ナル。

此 ノ外Pubert5tニ ナ ル ト特 二退 行 性 饗 化 が 多 ク見 ラ

レル。コ ノ時 代 ノ主 ナ墾 化 ハ 勿 論 増殖 性 デ ァル。 コノ

退 行 性 愛 化 ハ年 齢 二 比 シ テ肺 組 織 ノ分 化 ガ遅 レテ キ

ル場 合 皇特 二多 イ。(馬 場 抄)

放射 セ ラ レタ 「エ ル ゴ ス チ リン」卜結 核症

AlbertsdeCarvalh《).BestrahltesErgosterinuRd

Tuberkulose。

放 射 セ ラ レタ 「エ ル ゴス テ リソ3帥 「ヴィタ ミソDJが 給

核 症 二治 療 的数 果 ア リヤ ヲ検 セ ソ トシタ實 験 デ アル。

36匹 ノドモ ル モッbjヲ12匹 宛3群 二 分 チ第1群 ハ簿

染 前 ヨ リ第2群 ノ・簿 染 後 ヨ リVigantolヲ 與 へ第3群

ヲi封照 トシタ。=ノ 實 験 ニ ヨ レバ 菌 ノ侵 入 部 位 、 肺 、

脾 、肝 、 腎共 第2群 ノ モ ノ最 モ感 染 輕 ク 第1群 デ ハ

Vigantolノ 数 果認 メ ラ レザ ノレノ ミナ ラズ脾 臓 デ ハ第

3群 ノモ ノ ヨ リ却 ッ テ重 症 ナ感 染 ヲ見 タ。(馬 場 抄)

M6rikofer氏 ノ寒 冷 度 ノ氣 象 學 二 就 テ ト題 ス ル

著 者 二劃 シテ

E.Obeuland:BernerkwngenzuderArbeit"Zur

Klimatol◎giederAbktihluRg§grδBevonM6rikofer
,,

M6rikofer'2・ 初 メ ニ寒 冷 度 トソ ノ 計 リ 方及 意 義 ノ部

デFrig・rimeter二 就 テ述 ベ テ ヰ]レ。 著 者 ノ・コ ノ機 械

二就 テ種 々ノ注 意 殊 二故 障 二氣 ヲ ツ ケ ンレコ ト
.最 近 機

械 ヲ黒 ク塗 ル コ トガ 可成 リ誤 差 ヲ 生 ズ ル コ トガ分 ツ

タ ト述 ブ。 次 二寒 冷 度 ノ 生 理 的 旛用 債値 二就 テ詳述

シFrig◎rimeterデ 計 ツ タ値 ヲ人 燈 ノ熱 代 謝 二直i接用

ヒフ レル カ ト云 フ問 題 二關 シ テ 生理 的熱 代 謝 ガ 充 分

分 ツ テ イナ ク トモ實 用 上 ニノ・Frigorimeterが 有 意 義

ト云 ツ テ ヰ ル ガ著 者 ノ・生理 的熱 代 謝 ヲ 知 傭 ガ先 ヅ

大切 デ ア ル ト。コ ノ鮎 二關 シテ最 近BtittnerPfleiderer

ノ仕 事 ガ ア ル ガMδrik◎ferモ ソ ノ仕 事 ヲ引用 シFri -

gonmeterヲ 生 理 的 二用 ヒル ニ ハ2ツ ノ鋏 黙 ガ ア ノレ ト

云 ツ テ ヰル。即 コ ノ髪 置 ハ人 鵬 皮 膚 ノ温 度 ヨ リ高 イ温

度36・5度 二保 持 サ レテ ヰ2レ=b、Frigorimeterノ 熱

ノ機 散 ハ人 盤 皮 膚 ヨ リ風 ノ有 無 二 關 係 ス ル コ トガ大

デ アル事 デ ア ンレ。寒 冷 度 ガ氣 象學 的 二用 ヒ ラ レ得 ル事

ハ今 日異 論 ハナ イ
。 唯 ソ ノ 方法 が 不 充 分 デFrigori-

mete「 ハ最 モ進 歩 シテ ヰ2レガ未 ダ完 全 デ ナ イ
。

第2章 ・・FrigGrimeterヲ 用 ヒス ヰ 〃 寒 冷 度 ヲ薮
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年間計ツタ結果 ヲ述べ之 ヲ濁逸 ノ2、3ケ 所 ト比 較

シテアル。之 レハ計 リ方が一定 シテヰナイカラ不可能

デアル ト。殊二此 ノ比較 カラ生理的作用 ラ意味ヅヶン

bス,レ事ハ間違 ヒデア」レ。M6rikoferハ 刺戟 ヲ受ク或

ハソレヲ避クル ト零フ事 ハ氣象ノー部 デアル温度 ノ

ミニ關スル事デナク乾燥、酸素猷乏`光 線等モ關係 シ

テヰル ト云ソテヰル。コノ鮎デハ麗質》個盟 ノ反旛 シ

方、及病状如何ニヨリ氣象ノ影響 ヲ受クル事バー檬デ

ナイ。

最後二寒冷 ト感冒 トノ關係ヲ述ベテアル.即 寒冷 ノ動

揺ノ少ナイ事 鵡弟ボ蓋二感冒ノ少 ≠イ原因デ ア勘ト。

コノ場合Pt:e:氣象 ノ嗣子帥温廉「4tソ 」量k空 氣景清

潔度、光線等モ考A .-1>ーナ ラヌ湾M6ri恥ferノ 云フ如

クナラドイッデ風 ノ多イ地方 デ外氣療法ヲ行フ場合

寒冷度ノ動 樒多キ4メ 感冒ガ多イカドウ カ ソ!事 賓

ヲ摩ゲテ見ヨ、最後二喀血 ト氣象 トノ關係デアルガ氣

象全盟 シテ關係ガアルノデ ソ ノ個々ノ因子 ヲ取出暫

テ云フ事ハ出來 ヌ。讐ノ問題ハ尚充分研究 ヲ要スポ

(馬場抄)

Zeitschriftf極rTuberkules母.Bd.69∴HL3,1933.

豫 期 セザ リシ知 見

BalderKattentidt:URerwarteteErkenntnisse.

最 初 『"unbemerkteTuberkulese"二 就 テ述 べ テ ヰ

ル。 最 近Braellningノ 提 言 ニ ヨツ テ、 本 人 自均結 核

症 二罹 ツテ 居 ル事 二氣 付 カズ、且 ツ亦登 見 サ レズ ニ居

,レ結 核 症 二S封 ・yテ、Tubercul◎sisiRapPerceptaト 云

フ名 稽 が探 用 サ レタ が、此 羅 旬 語 ハ誤 解 サ 毛/ル堰 ガ ア

ル カ ラ、 濁逸 語 ノunbemerkteTuberkuloseb名 付

ケ タ方 ガ良 イ。此URbemerkteTuberkuloseハ 通 則b

シ テ氣 付 カ レザ ル活動 性 ノ 結 核 症 ヲ意 味 ス ル ノデ ア

JVo」

濁逸國立結核委員會ノ報告ニヨル ト、最近20--25歳

間 ノ男子死亡牽 ・・0.9S%デ アル。 然ルニ連績 「VJ

線透覗ニヨ～レト、 同年齢男子 ノ活動性結核症罹患率

ハ6・2%デ アル事ル解 ツタ。 ソ コデ1931年 ノ濁逸

全死亡率43535二6.2ヲ 掛 ケタ数270000が 掲逸ノ認

メザル活動性傳染性結核症ノ保有者 デアル、此非認

(unlbemerkte)結 核症 ノ實験的意義・・非常二大キイ。彼

等ハ多数人 ノ傳染源 トナル.非 認結核症ハ最モ多〃ノ

'場 合、圭観的障害ノ内、如何ナル故障が磐師 ヲ訪問サ

セタカヲ探求ス,レコ トニヨッテ見出サ レル 次二他ノ

病氣 ノ副所見 トシテ見出サレ;レ事ガ屡 くアル。其次二

系統的追究即チCV」 線連績透覗ニヨリ見出サレルガ、

此方法ハ未ダ絵 リ用 ヒラレテナイカラ、遣憾ナガラ之

ニヨリ認知サレル事ハ稀デアル。

M⑳chen大 學生 ノ内・其20%二 「Vj線 學的二結核症

ト思ノwル 肺愛化ガ認 メラレタ。然ルニ簿染 ハ80%

b推 定 サレルカラ、4人 ノ内3人 ハ曾テ生ジタ病憂が

一度モ詮明サレヌ内二治癒シテ終ルノデアル
。

認、非認ノ結核症ノ差へ 輩 二人間ノ知覚 ノ關係二

俵,レモノデアツテ、組織學的ヤ其他 ノ差異 がアルワケ

デハナイ。只一般二認結核症ハ非認結核症scリ モ、廣

汎、重篤及ビ悪性デアルト考^ル 事 が出來ルノミデ

アル。

1929年 以來Mifnchen大 學 生二義務的二行ツタ連績

「V」線透覗へ 轟外ニモ罹患鍛ノ減退
、治癒期間ノ短

縮及 ビ再登 ノ減少 ヲ齎 ラサナカツタ。此現象 ノ根擦ハ

直グニハ明白ニナラナイ。

夏學期二於テハ、冬學期ヨリモ活動性結核症ガ遙二多

イ事ガ精確 ナ数二依 ツテ詮明サ レタ。此撒ハ恐 ラク春

ノ活動的影響 ヲ詮明スルモノデアラウ。此事實及ピ結

核症ノ頻度ハ年代 ト共二堆加スル ト云 フ事情 カラシ

テ、著者等ノ行ソタ年長大學生二就 テノ夏學期 ノ連績

的「㍉1」線透覗ハ、若キ大學生二就テ冬學期そ行ハレタ

透覗 ヨリモ良好ナ成績 ヲ示スコトハ尤モ考ヘラル。

(中田抄)

氣胸療法中二於ケル呼吸脛濟 ワ歌態

AlfredPatzGld:DieGestaltungderAtemδkonomie

unterPneumothGraxbehandlung。

此 實験 ハ治療的数果 アル虚脱二於 ケ ル呼吸機械學ノ

要求及 ビ呼吸調整ノ縛倒二就 テ ノ知識 ヲ得 ンガタメ

戸爲 サレタモノデル。

此研究 目的ノ爲 二10人 ノ患者 ヲ選 ビ、何vモ ー定ノ

條件、一寒 ノ間隔及 ピー定 ノ充盈デ行 ヒ、初送入 ト各

後充盈 ノ呼吸二及ボス影響 ヲ検査 シタ。

其結果ニヨルか、氣胸ノ初迭入ハ而モ送入量が大ナレ

バ大 ナレ程、呼吸器官二員掬 ヲ奥へ、叉呼吸調整機榑

二不良ナ」1/刺戟ヲ奥へ3噸 ガ解ツ〆。
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然 シ最初ノ補充二際 シテ既二著 シキ慣 レヲ認メル,更

二後ノ充盈昌於テや呼吸ガ極ク僅二増加等ルノミデ
、

其他 ノ刺戟作用ハ無イ。

氣胸存在中ハ各呼吸 ノ大サが増大スルト共二、呼吸数

ガ減少スル。之ハ氣胸療法ノ影響ニヨル呼吸機械學ノ

本質的輕濟ヲ示ヌモノデアル。之ハ先ヅ第一二氣胸ノ

器械學的数果ニヨリ植物性紳経中櫃 が有害産物 カラ

免 力のレ結果 ト見倣 シテヰル。

此呼吸中櫃ノ毒免除ニヨツテ高メラ レタル呼吸機關

ノ経濟ニヨツテ、病的 ノ呼吸器官ガ氣胸 ノ純器械的数

果 ヲ越ヘテ、官能的二貢澹ヲ輕減サしつレ。

著者 ノ此實験 ニヨツテ、氣胸ノ治療的数果ノ未知 ノ因

子ガ更二見出サレタワケデアル。

多量 ノ充盈ヲ以テ氣胸ヲ施行シ、且ツ之 ヲ維持スルづ

トハ最初ハ非常二呼吸器官二資権 ヲ貢ハシメル。600

蝿宛充盈スル場合ハ最初 ト錐モ、分時容積ノ壇加ガ表

ハレナイカラ、一般二此充盈量ヲ最大限度 トシテ良ラ

ウ。

氣胸療法中安静呼吸藪ヲ監覗 スル事ハ、治療的数果ノ

有数ナル標準 トナル.最 初墳シタ呼吸数 が減少スルコ

トノ・、適度 ノ虚脱ガ稽達セラレタ事 ヲ示 シ、呼吸轍が

更二減少ヌル事へ 治療的ノ良好チル経過 ヲ取ツテル

謹擦デアル。(中 田抄)

早期浸潤 ノ診断、纒過及 ビ療法二就テ

U.MChmelnitzky,M.J.KarlinerundKA.Pu§c.

hkar:OberdieDiagnestik,denVerlaufunddie

Therapieder,,Friihinfiltrate　

症候少ナキ獲病、朦朧 タル翰廓 ヲ有スル軟キ圓形陰影

及ビ喀疾中ノ結核菌ハ、早期浸潤ノ特有ナル三特徴デ

アル。

然 シ此合併症候モ、其病竈ヲ観タ時ノ病期ニヨッテ、

或程度異ナツテ現 レル。「vン トグン」線像二於テ、軟

イ繊細ナ陰影ガ現 レル初期ノ早期浸潤ハ、比較的稀 二

観察サレル.病 竈ガ既二乾酪性破壌二昭ツタ時期、結

核菌が喀疾中二排出サレル時期、或ハ中毒症獣 ノ始、

或ハ血疾 ノ時期二至ツテ、初メテ馨師 ヲ訪ネル。早期

寝潤ノ晩期ニナル 凪 破壌 ガ起 ラナカッタ場合ハ、鋭

利ナル輪廓 ヲ有スル強 イ陰影ガ現 レル。結核菌及 ビ喀

疾中ノi新鮮ナァレi琿力繊維ハ既 二乾酪性破壊 ノ起ッテ

ル事ヲ指示スル。

著者等ハ浸潤 ノ動的進展二就テ追及 シ、進行速度!差

ハアルが、空洞形成 ヲ俘 フ軟化 ヲ通常認メル。或場合
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ニハ間モナク吸牧サレ、或粋修理工作二爾サ治癒スル

ノヲ見ル。 琶

此輕験 ヵラシテ、肺臓二弧立性 イ伏 キナ病竈がアツ

テ、多少 ノ差ハアレ鏡利ナ輪廓 ヲ有勾 レ陰影 ヲ示 シ、

同時二中毒現象モ無ク、喀疾中ノ結核菌ヲ謹明 シナイ

場合、此病竈ノ結核性 ナ」ンヲ疑獅1ノメル。㌧1"

斯 ル場合「yン トゲソ」學者ハ圓形陰影 ト稀 シ、嚢胞、

胞轟、膿瘍及ビ悪性腫瘍等ヲ考慮 工入レテ鑑別診断ヲ

スル。肺臓二他ノ病竈ガ無 ク、喀疾中ノ結核菌鉄除、

特殊中毒症状ノ歓クテル場合、 臨脈家蚊 二「レントゲ

ソ」學者ハ斯ル停止性圓形陰影ノ結核性ナルヲ否定ス

ル!o

最近著者等ハ肺結核症 ノ動學 ヲ検索 シ、組織融解 ナキ

寝潤性結核病竈ガ乾酪饗性 シ、結締被嚢二おツテ周園

カラ隔離サレ、屡 μ石灰殼形成 セル例 二興味ヲ感 ジ、

其藪例 ヲ検索セル結果次 ノ事 ヲ述ベテル。

早期浸潤ハ乾酪性破壊後 二、被嚢サレ次デ石灰化 ヲ起

シ、長イ間何等ノ圭観的病的苦訴 ヲ起サズニ存在スル

事ガ出來ル。早期浸潤ハ時ニハ数年間二亙 リ潜伏性デ

アル事がアリ、叉或例デハ破壌・・無イが、頑固ナル中

毒作用 ヲ俘フ増悪 ヲ來ヌ事がアル。病竈ハ緩慢二石灰

化セル崩壌物質 ヲ排出シテ除去サレル.時 ニハ血行轄

移ヲ來ス。

空洞形成 ノ時期二人工氣胸が行ハレタ場合ハ、早期浸

潤獲達 ノ初期二行ツタ場合 ノ如キ、著 シイ数果ハ認メ

ラレヌ。然 シ斯ル病竈ハ軌拗二破壌二傾 クカラ シテ、

著シイ敷果ハ無ク トモ、此方法ヲ放棄スル事ノ・出來

ナイ。(中 田抄)

流行病學的根櫨二依ル結核症新分類二就テ

WalterEkhart:むbereiReneue(amerikanische)

Tllberkulose-EinteilungaufepidemiologischerGrun・

dlage

結核症ノ分類ハ非常二多種多様デアルガ、Opieノ 提

言 シタ圭 トシデ流行病學的見地カ ラ爲サ レタル簡翠

ニシテ・且ツ明瞭ナル結核症分類ハ興味アルモノデ
,

之 ハ臨肱的ニモ量的勉 二質的分類 ヲ包括スル範園分

類 トシテ使用サレル、

1、 潜伏性結核症t

A・「)yぺ'レクリソ波 内反磨陽性ナ,レ モ 「レントゲ

ン」學的二肺病竈ノ詮明サVザ ル潜伏性結核症
。

,耳 石灰化肺病竈 世

lC小 見結核症型ノ潜伏性病竈
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a)軟 或 ハ雲 翁 性(潜 在 的 進 行 性)

b)索 状(治 癒)

D・ 氣 管 氣 管 枝 淋 巴 腺 結 核 症

a)石 灰 化

b)堅 實乾 酪 化

E・ 成 人 型 ノ潜 伏性 肺 尖 結 核 症

a)鎮 骨 上

b)鎮 骨 上及 ピ鎮 骨 下

皿.實 現 性(manifest)肺 結 核 症

E無 喀 疾

a)小 見 型

b)成 人 型

G.有 喀 疲

a)小 見型

b)成 人 型

H.肺 臓 外臓 器 結 核 症

1、 疑 結 核 症

潜 伏型 トハ重 要 ナ症 候 即 チ盤 重 減 少 、蛮 熱、 血 疾 、喀

疲 等 ナク 、亦 理 學 的 徴 候 ヲ有 シナ イ モ ノデ 、從 テ活 動

性 デ ナ ク、陳 藩 力或 ハ治 癒 セ ル モ ノデ ア ル。 反 之 、重

要 ナ ル 既 往症 的 徴 候 或 ハ 臨脈 的理 學 的 徴候 或 ハ 爾 者

ヲ象 ネ有 シ テ♪レモ ノ ヲ意 味 ス ル。

Opieノ 分類 ノ・多 籔 病理 學 者 ト同様 二、 ニ ツ ノ基 本 型

郎 チ 小 見期 結 核 症(初 感 染 結 核 症)ト 成 人 結 核 症(再 感

染 結 核 症)ト ニ分 ツ テ ル。

Jena聲 科 大 學外 來患 者 臨淋 講 義 室 二於 ケ ル結 核

健 康相 談 所 ノ1932年 度 年報 ヨ リ ノ扱 華

」.E。Kayser・Petersen:AuszugausdemJahresberi-

chtderTuberkulose-Ftir§orgestellenanderMed.

Univ"PoliklinikJenafUrdasJahr1932.

此 報 告 ニハ都 會群b・yテJena(59723住 人)ト 、 田舎

群bシ テStadtroda(87000住 人)ガ 關係 シテ ♪レ。

Jena市 デ ハ感 染 力 ア ル 結 核 症 ・・16-30歳 間 デ ・・壇

加 シテ ル事 が著 シイ憂 化 デ ア ル。前 年 度 デ ハ此 年 齢 間

デ ハ著 ジイ減 少 デ ア ツ タ.叉 死 亡 藪 モ此 重 要 ナ ル年 齢

間 二 於 テ輕 度 ノ壇 加 ヲ認 メ ル。

叉 注 目 ス ペ キ ハ、健 康 相談 所 デ 曾 テ 閉鎮 性 結 核 症 トサ

レテ タ者 二.新 ン ク開放 性 結 核 症 トナ ツ タ数 ガ墳 加 シ

テ ル事 デ ア ル。

市 群 下地 方 群 ト ヲ比 較 ス ル ト、救 護 サ レテ ル開 放 性 結

核 症 ノ総 嘘 数 ニハ 、本 質 的 差 異 ハ無 イ ケ レ ドモ、 年 齢

別 ニス ル ト著 シイ差 が ア ル。郎 チ市 群 デ ハ多 ク ノ新 患

録 【第13借

者(過 牛薮 二當 ♪の ハ16--30ec間 二見 ラ γル。 地 方 群

デハ雌 ㈱ 袴 以下デア蝋3・-6・ 歳間デハ

全 新 患 者 ノ過 牛鍛 ヲ占 メ テ ル。郎 チ地 方住 人 ハ晩 クナ

ツ テ カ ラ罹 患z)v事rb"解 ル。 開 放 性 患二者 ノ内31・-60

歳 間 ノ死 亡 率 ハ市 群 デ ハ 】0%、 地 方 群 デ ハ18.7%デ

ア ル。

健 康 相 談 所 二初 メ テ來 タ患 者 二 就 テ 市群 ト地 方群 ト

ノ病 機 ノ種 類 及 ビ廣 サ ヲ比 較 シテ 見 ル ト、地 方群 デ ハ

良 好 ナ早 期 型 ハ都 會 群 二比 シ非 常 二少 ナ ク、叉極 メ テ

廣 汎 ナ ル例 ハ市 群 ノ倍 ニ ナ ツ テ,レ。此 地 方群 ノ極 メ テ

廣 汎 ナ ル例 ハ、 丁 度7年 前 ノ市 群 二 見 タ 倣 トー 致 シ

テ ル。(中 田抄)

「アル ベ 劇 ルカ ル メVトj

G.Schr6der:AlbertCalmette

NbertCalmetteノ ・1933年10月29日 二71歳 デ逝 去

サ レタ。 彼 ノ・1863年7月12日 二Nizza二 生v、 學

校 ヲ卒 業 シテ先 ヅ船 轡 トシテ働4タ 。1890年 二Paris

/Pasteur研 究 所 ノ 研 究 員 ト ナ リ、1895年 ニ へ

Lille二 在 ルPasteur研 究 所 ノ 指 導 ヲ 捨 任 サ レタ。

1899年 二彼 バー 生 ノ事 業 タ ル結 核 症 二 封 ス,レ戦 圃 ヲ

開始 シ タ。 其 當 時 ノ細 菌 學 者 ト同 様 二、Calmetteハ

遺 傳 的素 因 ヲ全 然 認 メ ヌ ワク デ ハ無 カ ツ タ が、外 因性

感 染 ヲ最 モ重 要親 シ タ。Calmette及 ビ其 協 同研 究 者

ハ結 核 症 二樹 ス ル純 衛 生學 的 努 力 ト共 二、結 核 症 二封

ス)v免 疫 接 種 ノ問題 二 最 モカ ヲ用 ヒ タ。 彼 ハG(;erin

ト共 二敬 年 ノ努 カ ニ ヨ リ牛 型 結核 菌 ヲ ー 定 ノ 培 養 基

二織 績 的 二培 養 ン、 カ ノ有 名 ナ ルBCGヲ 培 養 ス ル

事 ガ 出來 タ。

此BCGヲ 以 テ、 生 菌 デ ノ・ア,レカ。s動 物 膿 二進 行 性 結

核 症 ヲ起 スカ ノ無 イ程 度 ノ弱毒 菌 ヲ含有 ス ル 「ヲ ク チ

ン」ヲ製 造 シタ。 此 免疫 物 質 ハ彼 ニ ヨ ル ト高 イ冤 疫性

ヲ有 シテ ル ト云 ノ・ル。 彼 ニ ヨル ト 免疫 サ レタ 小 見 ハ

「ツベ,レク リ 物 二封 シテ過 敏 性 ヲ示 サ ナ イ ト云 ハル
。

叉 彼 ニ ヨ,レ トfツ ベ ル ク リ ンJXUFJI性 ヲ 有 シナ イ結 核

免 疫 ナjyモ ノ ガ ア ル。「ツ ペ ル ク リ ソ」二封 ス ル抵 抗 ト

結 核 感 染 二封 ス ル有 機 禮 ノ抵 抗 力 ト ノ 間 二何 等 關係

ハ ナ イ。ソコ デ 「ア レル ギ ーJ無 シ ノ免 疫 盟 ガ アル コ ト

ニ ナ ル。 然 シCalmette二 依 ル ト 「アv)レ ギー2反 慮

ノ・細 菌性 飽 潤(Imprtignierung)ノ 詮 左 デ ア ル
。

Calmetteノ ・其 免疫 物 質 ノ数 力 ヲ免 疫 接 種 サ ンタ小 見

二就 テ、廣 汎 且 ツ周 到 ナ ル臨 妹 的 観 察 ニ ヨツ テ謹 明 セ

ン トシ タ。接 種 サ レタ小 見 ハ活 動 性 結 核 症 二罹 ル事 ハ
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稀 デ ア ルバ カ リデ無 ク、他 ノ凡 ユ ル感 染 二U封 ・yテモ抵

抗 力 ヲ有 ス ル ト云 フ考 ヲ登 表 シタ。

多 ク ノ國 々デ此calmetteノ 見解 ハ 多鍛 ノ材 料 ニ ヨ ツ

テ支 持 サ レタ。Ltibeck二 於 テBCGヲ 多 倣 ノ乳 見 二

飲 マ ・Yタ後 二起 ツタ彼 ノ有 名 ナ悲 劇 的不 幸 ハ、濁i逸 二

於 テ ・・Calmetteノ 實 験 ヲ追 試 ス ♪レ事 ヲ 不 可能 ニ シ

タ。1930年Oslo二 於 ケ ル結 核 防 禦 二關 ス ル國際 曾

議 二於 テBCG二 關 ヌ;レ見 解 ノ・尚 嚴 然 ト 封 立 シ テ居

タ。Calmetteノ ・此 結核 症 二 封 ス ル免 疫 接種 ノ事 業 ノ

外 二、 近年 ハ結 核 ノUltravirusノ 問題 二就 テ精 細 ナ

研 究 ヲ シテ居 タ。(中 田抄)

結 核 專 門 外 雑 誌

滲出性肋膜炎、糖尿病雄 ビニパセドウ氏病二於 ケ

ル肝膿機能二就 イテ(謄汁酸負荷法)

深谷慶治、飯室進、大貫正(北 海道磐學雑誌第12年 、

第8號)。

著者等・・膿汁酸員荷法ニヨ リテ潜在性肝機能障碍ヲ

検査シタルニ次 ノ如キ結論 ヲ得タリ.

(1)滲 出性肋膜炎ニテハ滲出液中等量以上 二存スル

トキハ常二陽性ナリ。滲出液ナキ叉ハ甚ダ少ナキモノ

ニテハ陰性ナリ。此 ノ際「ウロビリソ」尿陽性ナラバ脆

汁酸員荷法ハ常二陽性ナリ。滲出液ヲ除去スレバ速二

陰性 トナル。

(2)人 工氣胸 ヲ施ス1・キハ本法ハ直二陽性 トナル。空

氣ノ吸牧 ト共二陰性 二韓ズ。

(3)糖 尿病ノ少数二於テノミ本法ノ・陽性ナ ηキ。此ノ

際多クハ「ウロビリン」尿 トzpl行ス。

(4)バ セ ドニ立氏病ノ大多籔二於 テ ハ本楡査法 ハ陽性

ナリe而 シテ多クハ「ウ"ビ リy」尿 ト卒行ス。

(5)故 二滲出性肋膜炎、バセドユ 氏病ニテハ潜在性肝

機能障碍ヲ起 シオルコ ト甚ダ多キニ反 シ、謄汁酸員荷

法ヨリ見ル トキハ、糖尿病 ニ テ ハ漕在性肝機能障碍

ハ比較的少ナキが如 シ。

(6)潜 在性肝機能障碍 ノ謹明 ニ ハ脆汁酸員荷法ハ適

切ナル方法 ト認メラル。(中 野抄)

結核二封スル酸性及ビ塑基性食餌ノ影響

圷井菊二(千 葉磐學會雑誌、第12巻 、第六號)

氏 ノ研究目標 ・・G・S・H・食餌二關聯シテH氏 等が奏

第1

数 ノー有力原因 ト思惟 シソ ・アル組織 ノ酸、盤基李衡

ノ食餌二來ル酸性移動が、結核 二樹 シテ如何 二作用ス

ルカヲ圭ナンレ題目 トシテ研究 シ条 ネテ他 ノ問題ニモ

鱗 レソトスルニ在ル。

實験方法 トシテノ・

使用動物ハ同種 ノ白色雄性成熟家兎

飼料ハ特記セシモノ・外二午前10時 頃。1同 二全量

ヲ與へ 麗重ノ・毎週1同 ホPt同 一時刻二測定シ、各家

兎ハ濁居セシメ櫨ニノ・藁 ヲ敷キ其 ノ上 二細眼ノ金網

ヲノ・メテ藁ヲ食セシメザル様ニシ、尿 ノ検査ニハ別 ノ

探尿装置アル橿二移セリ。

食餌ノ構成ハ主二酸性食 トシテ裸屡、璽基性食 トシテ

甘藍ヲ使用 シタレドモ時二他 ノ食品ノ少量 ヲ、加給セ

シモノアリ。叉藥品ノ添加ニヨリテ性 ヲ匠別セシモノ

モアル。而テ豫～一定期間(約4週)試 験食餌二慣 ラシ

タル後、菌接種 ヲ行 ヒ、其後 ノ獣況 ヲ観察 シ終 リニ屠

殺 シテ接種部位虹二内臓 ノ肉眼的検査 ヲナシ、或ル部

分ニハ組織學的検査ヲモ行 ピタ リ、而テ試験食餌給與

前後二食餌ノ影響 ヲ知 レ爲 二血液貯臓 「アルカリ尿

ノNH3,皮 膚 ノ鑛物質等二就テ定量シテ居ル。

食餌ノ選定二當 リテハ其ノ成分ハ主二Berg民 ノ表

ニヨリ其他Schall氏 佐伯民等ノ表 ヲ参照セリト
。

斯 クテ氏ノ・實験10組 ヲ行 ヒテソノ成績 ヲ報告 シテ居

ル、 ソノ實験例ヲ略書スレバ次ノ如 シ。

實験第1

此 二使用セ,レ試験食餌 ノ組成ハ

表

食品

餌別

豆腐粕 裸 変 野 茱
1
食 油 溜 水 総熱量

蛋 白 酸叉ハ盤

基 過 剰

」

劉肝 瓦 μ輝 申陣 當量
封照餌 80 20 20{ ユ1415.2 18.6 十5。1

食盤餌 80 20 2011・o u415.2 18.6

肝油餌 80 20 20 1.0 115 5.2 18.6

多餌1 玉0 40

20
1 30 131 3.8 1L9 一3 .7

婆餌 皿 40

}
30 132 3.9 12.1 一4 .5

●

野茱餌 200 125 5.2 17.1 十9.2
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の

而テ野茱食蜘ハソノ内1509ヲ 甘藍 トシ509ヲ 馬鈴

薯 トシ甘藍 ノ養債ハBerg氏 表 ノ内12月 ノモノニヨ

ル。叉酸、盤基當量ハ適度ノ少量ニテハ盤基性二作用
ロザ ヘヌ ざ き き ぢ

メ ト言 ハ レ屏 油 ハ 酸性 二作 用 ス レ ド モ 籔 字 的 三表 メ

コ ト困難 ナ}レ爲 表 ニ ノ・記載 セ ザ リ シ ト。 吃 ≒

而 テ 「血 液 貯 臓 ア ル カ リ」ハvanSlyke氏 法 ニ ヨ リ

「尿 中NH3ノ ・Folin氏 ノBell馬 ノPeomutit法

菌 接 種 ノ・1中型 結 核 菌 ヲ 禮 重1Kg二1%tシQ.5mgヲ 皮

下 二接 種 ス。

而此 ノ第 一 實 験 ノ小 括 トシテ

1・ 酸 性 食 餌 ヲ以 テ鍛 日支 障 ナ ク 家 兎 ヲ飼 養 シ得

タ リ。

2.食 餌 二來 リ 「血 液 貯 臓 ア ル カ リ」 ヲ墳 減 セ シメ

タ リ。

3.家 兎 ノ尿 中NH3ノ 量 ノ・酸 性 食餌 ニ ヨ リテ塘

加 セ ズ。

4.菌 接 種 二i封 シ、「アル カ リj食 タ ル野 茱 餌 群 ハ、

酸 性 食 タ1レ変 餌 群 二比 シ重 キ病 攣iヲ生 ズ、然 モ封 照 餌

及 ビ食 盤餌 群 二比 シテ、酸 性 方 向 ニ ァ ル肝 油 群 ハ返 ソ

テ病 攣 重 シ。 此 ハ酸 、盤 基 以 外 ノ他 ノ因 子 二基 ク ヤ 否

ヤ疑 問 ヲ止 ム。

實 験 第2、

此 ニテ ハ試 験 食 餌 ハ'

萎 食 餌 ノ裸 変 ト鍛 水 。

甘 藍 食 鯨 甘 藍 ノ ミ。 .

i封照食 餌 實 験 第1ノ 封 照 食 餌 ト同 ジ。

食 盤食 餌 實験 第1ノ モ ノ ト同 ジ。

其 他 菌 接 種 モ皮 内 二行 ヒ、圭 トシテ接 種 部 位 ノ攣 化 ヲ

遅 日観 察 シ取 扱 二剖 検 シテ、

第2ノ 實 験 小 括・トシテ

1・ 軍 純 ナ ル裸 変叉 ハ甘 藍 餌 ニ ヨ リ、 血 液 貯 藏rア,レ

カ ソJノ 塘減 ヲ來 シ、 且 ツ 可 ナ リ長 期 支 障 ナ ク餌 養y

得 タ リ。

2。 食 餌 別 ニ ヨル血 液 像 ノ璽 化 バー一定 ノ成 績 ヲ得 ズ、

3・ 接 種 部 位 ノ縄 過 ハ長 ク生 存 セ シモ ノ ニ 就 テ ハ姿

群 ハ甘 藍 群 ヨ リ良 好 ナ リ、其 ノ組 織 甘 藍 群 ご進 行 型 多

シ0

4♂ 内 臓 ノ結 核 ハ群 別 ニ ヨ リ大 差 ナ シ?
ち

5・fツ ペ ル ク リ ン.1反磨 ハ菌 接 種 後4日 ニ ハ 未 ダ現

レズ2週 後 ニ ノ、強 ク7週 後 ニ ハ爾 強 ク現 ル、解 剖 ニ テ

ノ・i萎群…強 シ。

實験 第3-一 一 一.

録 隙 粥瑠

試験食餌 塾シテハ ㌧

樹照食餌ハ實験第一ノモノト碕 ジ。 弓

簾糖加食餌ハ封照食餌ハ薦糖及ビ酷酸 ヲ加ヘシモノ。

重曹食餌ハ鐵照食餌二重曹食餌 ヲ加ヘシモノ。

斯 ク添加物蕨糖重曹三ヨリテ酸性 ト盤基性 ヲ匠別》

テ行 ヒ、本實験 ノ小括 トシテ

1、 一 日量蕨糖59及 ビ酷酸O.05cemヲ 愛ヘシ家兎

ノ血液殿藏「ア}vカ リ」ハ誠 少シ、重曹39宛 與ヘシモ

ノハ幾分増加ス。長期障碍ナク飼養 シ得タ リ。

2、 結核菌 ヲ接種セシ皮膚 ノ所見ハ初 メ蕨糖群強力
響

リ シモ漸 次 重 曹 群 ト接 近 、終 リニ ハ重 曹 群 ヨ リ輕 ク、

潰 瘍 ハ重 曹 群 二早 期 二、多 徽 二且 ッ重 ク生 ジタ リ。

3、 解 剖 所 見 上 肺 ノ結 核 ハ重 曹 群 二多 ク、組織 的 ニ ハ

野 照 群 最 モ良 好 ニ シテ、他2群 大 差 ナ シ、 但 シ中途 切

除 セ シ組織 ニ テノ・簾 糖 群 幾 分 進 行 型 ヲ呈 ス。

4「 ツ ベ ル ク リ ソj反 慮 ハ蟹 鹸 第2ト 似 タ リ。

實 験 第6

本 實 験 二於 テ著 者 ノ試 験 食 餌 ニ ヨ リテ起 ル ベ キ鑛 物

質 ノ移 動 ヲ検 セyト 欲 シ試 験 食 餌 給 興 ノ 前 後a皮 膚

ノNa,K,Ca,Mg、C1ヲ 測 定 シ爾 肺 及 腎 二於 ケ,レ

同 檬 ノ モ ノ ヲ菌 接 種 ノ後 屠 殺 二際 ツテ定 量 セ リ ト。

試験 食 餌

試 験 食 餌 給 與 前實 験 第1/i封 照 食 餌 ト同 ジモ ノ ヲ自

由 二食 セ シメ ソ ノ食 餌 群 ハ

1.多 食 餌 、裸 嬰 ト蒸{瑠水

2.甘 藍 食 餌.甘 藍 ノ ミ

3.・ 混 合・食 餌 、 裸 蓼$1・‡t藍 ・

以 上 ノ定 量 ノ方 法 トシ テ

水 分 測 定 及 ビ灰 化 ノ・大 盟Pincussen記 載 ノ方 法

Na,K,Ca,Mgノ 定 量 ノ・Krameru.Tisdallノ 方 法

特 二NaハKrameru.Gittlemannヲ 用 ヒClハ

Korony・Rusznyakノ 法 ニ ヨ リ 同一 ノ検 査 ヲナ)vベ ク

3同 以 上 行 ヒ ソノ 中 ノ2叉 ハ3個 近 似 シ 重要 ト思 ハ

もつレ鮎 ヲ抄 録 ス レバ

皮 膚 片 ノ定 量 二就 テ

1・ 変群 ニテ ハ水 分 僅 力='ig加 シ(0.4%)Naノ ・可 ナ

リCa、Mgハ 少 ク減 少 シKノ ・可城 塘 加 ス。:lr而テ此

等 ノ総 當 債 量 二於 テ減 少 シ2便 ノ原 素CaMg二 封 ヌ

ル1債 ノ元 素Na十Kノ 比 ハ 大 差 ナ シ(前1:5.2 。1:

5;4)Clモ 減 少 ス。1

2。 甘 藍 群 ニテ ハ水 分僅 二減 少 シ(O。7%)vNaハ 極 微

二Kハ 可 ナ リ減 少 シ総 當 債 量 僅 二減 少 シ2償 ト1債b
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ノ比 ハ大 差 ナ シ(前1:5.7後1:5。2)Clモ 稽 減 少 セ リ。

3.混 合 群=テ ノ・水 分 僅 汐 二墳 加 シ(O.8%)NabCa

トハ少yク 減 少or、KトMgト ハ殆 ド差 ナ シ。 線 當

債 量 ノ・少 ク減 ジ、2債 ト1債 ノ比 ハ大 差 ナ シ(前1:5.1

後1:5。2)Clモ 稽 ζ減 少 セ リ。

肺 二就 テ

1・ 水 分 ハ甘 藍 群 最 モ多 〃他2群 ハ殆 ド同 ジ。

2.Naハ 甘 藍 群 二最 多 混合 群 二多少 。

3.Kハ 褻群 藪 多、 藍 甘 群 多 少 、

4,Caノ ・甘 藍 群 籔 多 婆 群 多 少。

5.Mgハ 混 合 群 数 多 婆 群 多少 。

6・ 総 當 債 量 ノ・甘 藍 群b混 合 群 ト ハ殆 ド同 ジク褒群

ハ稽 少 シ。

腎 二就 テ

1.水 分 ハ甘 藍群 二著 シ ク他2群 殆 ド同 ジ。

2・Na,Ca,Mg・ ・何 レモ甘藍 群 二最 モ 多 ク婆 群 二最

モ少 シ。

3.Kハ 之 二反 ス。

4.総 當債 量 ノ・甘 藍 群 幾 分 多 シ。

爾水 分 二就 テ 甘藍 群 デ ハ腎 ハ肺yリ モ 多 ケ レ ド他 ノ

・2群 ハ反樹 ナ リ。

實験 第5

本 實験 二於 テ 著者 ハ食 餌 ト免 疫 ノ關係 ヲ 検 セ ソ トシ

著 者 ノ試 験 食 餌 ニ ヨ リ結 核 二封 シ 免疫 登 生 ノ 状 況 二

差 異 ヲ來 ス ヤ否 ヤ ヲ知 ラ ソ ト欲 ジタ レ ド適 當 ノ方 法

ヲ螢 見 シ得 ザ リ シ ヲ以 テ假 二 痘 毒滅 殺 素 登 生 ノ 状 況

ヲ試験 セ リ ト。

小 括

1.痘 毒 接 種 後 萎 群 ハ甘 藍群 ヨ リ登 痘 遅 シ。

2・ 屡 群 ノ・雌 群 ヨ リモ痘 毒 二 封 ス ル 免 疫 ノ成 生 強

シ●

實験第6

試験食餌 ハ實験 ト同ジモノニテ唯裸変餌 二夏蜜柑汁

4ccm宛 加 フ。

小 揺

能重ノ關係ガ接種部ノ経過、,解剖上及組織的所見二於

テ変群最良甘藍群最モ不良ナルヲ示ス。

實験第7

食餌ノ構成ハ實験第4b同 ジ。

小 括

髄重 ノ墳減、接種部位及 ビ内臓 ノ病璽等二於テ甘藍群

最モ悪V〃 他ノ2群aテ ハ盟重ノ關係二於 テ混合群

録 289

二勝 リタレド接種部 ノ肉眼的及 ビ顯微鏡的所見 二於

テノ、婆群精 ζ良好ナリ。

實験第8

先 二食餌ノ酸盤基二及ボス影響 ヲ籔次検査 シタレド

モ爾其ノ給餌 トノ時間的關係 二就 テ精楡セムントシ

テ本實験ヲナセリ.

其 ・試験成績

1.測 定ハ各食餌共連緻2日 行 ヒタvb"Ptvモ 似 タ

ル成績 ヲ得タルヲ以テ第1日 ノ ミノ成績ヲ掲 グタリ

(原著第40表 参照)。

2.封 照食餌ニテハ給與4時 間後ニハ少ク増加 シ6-

8時 間後ニハ殆 ド給餌前 ト同値 トナvリ 。

3.蕨 糖餌ニテノ・4-6時 間後ニハ可ナリ減少 シ、8

時間ニハ給餌前二近 ク20時 間ニハ反 テ少 シ〃増加

ヌ・。

4.重 曹餌ゴテハ4時 問後最モ著明二6-8時 間後ニ

モ倫堆加ヲ認メ20時 間後ニハ反テ少 ク減少ス。

5.甘 藍群ニテ・・4-12時 間後二於テノ・場加 ヲ認メ

23時 間後爾幾分墳加ヲ示ス。

6.姿 群ニテ・・4-12時 間及 ビ23時 間後ニテ爾減少

ヲ示ス。

7.即 チ簾糖及ビ重曹 ハ給餌後小時間内 二喰蚕 シ爾

後ハ野照餌 ト同一ノモノトナルヲ以 テ早 ク影響 ヲ脱

スルヲ見ルベシ。

實験第9

前實験二於テ藤糖叉 ハ重曹 ノ影響ハ8時 間後二・・既

二大盟消失スルヲ知 リタルヲ以テ本實験 二於テノ・食

餌 ヲ2分 シ、午前9時 及ビ午後5時 二與へ、薦糖叉ハ

重曹ハ粉末ノ儘毎回6.0宛 加ヘタリ。

小 括

1.盟 重、接種部位ノ髪牝、全身症状及 ビ組織的樵査

上、重曹群ハ簾糖及 ビ封照群二比 シ結核 二封 スル抵

抗力劣}レガ如 シ。他ノ2群 二就テハ大差ナケvド 接種

部 ノ経過ハ庶糖群良好ナリ。

2・ 免疫凝集素産生二於テモ重曹群ハ稽 く劣ル。

實験第1

食餌ハ實験9b同 一ナリ。

小 揺

本箕験二於 テハ3群 ノ間二大差ヲ.認メ得ザリシモ潰

蕩 ノ性状、重曹群二幾分不良ナル ト組織的二藤糖群 二

幾分停止型多キヲ認ム。

摘 要
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1・ 酸性食餌タ,レ裸萎 ト水、盤基性食餌タル甘藍、

或ハ「アチ ドーヂス」ヲ招來スル藤糖加食餌、 「アルカ

n・一・7"ス」ヲ招來スル重曹加食餌ニテ何 レモ週除(i封

照動物ニテハ薮箇月)成 熟家兎ヲ、大部分支障ナ〃飼

養 セリ。

2.「 血液貯藏アルカ砺 ヲ測定 シテ、酸性食餌ニテ滅

少 シ、盤基性食餌ニテ堆加スルコトヲ謹明シ且ツ給餌

トノ時間的關係 ヲ槍 シタリ。

3.家 兎ニテハ血液CO2減 少 ス,レ際ニモ尿中NH3

拶監浬套ノ、ま曾カロセズ。

4.接 種結核ノ病墾ハ例外アvド モ大盟酸性食餌群

二輕ク盤基性食餌群二重クi封照群其 ノ中間ナリ殊二

滑瘍 ノ状況ハ著 シキ差ヲ示ス。食盤加給ハ影響ナ〃肝

抽加給ハ不良ノ結果ヲ來セリ。

5.「 ツペルクリン」反慮ハ菌接種後4日 ニ テハ全部

陰性、8日 及 ビ2週 後ニハ全部陽性 ニ シテ変群梢 ζ

強 シ。

6・ 痘毒滅殺素産生、褻群ハ甘藍群 ヨリ強シ。腸「チ

フス」菌免疫凝集素モ幾分婆群二多シ。

亨。 血球ハ食餌ニヨル差異ラ認メズ。

8.皮 膚鑛物質ノ分析上裸姿群ノ・K墳 加シNa,Ca,

Mg・ 減少er水 分 ハ微二増加ヌ、甘藍群Kハ 可ナリ、

Na及 ビ水分・・極微二減タ シCa及 ビMgハ 少 シク

増加 ス。混合群ノ・NaトCa少 シク減少 シKトMg

トハ殆 ド差ナシ。Clハ 何vモ 少 シク減少 ・yme當債 量

モ亦何 レモ減 ジタレドモ変群最モ著 シ。各群相互二比

較 スルニ水分ハ混合群最多変群最少Naハ 甘藍群最

多、婆群最少、Kハ 此 二反 シCa、Mgハ 甘藍群最

多、変群 ト混合群 トハ殆 ド同ジ。線當債量ノ・甘藍群、

混合群変群 ノ順ニテC1ノ ・混合群甘藍群変群 ノ順ナ

リ。

9肺 及腎二於ケル分析 ノ結果モ各群相互 ノ關係皮膚

二於ケル ト殆 ド同ジ〃唯肺二於ケルMgが 混合群二

籔多ナルノミ。(山 崎抄)

「ツベルクリンアレルギ・・-」ノ研究

大島直美(東 北磐學雑誌第16巻 、第2珊 、昭和8年10

月)

第1報 ヨリ第4報 二至ル4同 二分チテ報告 サ レタル

モノニシテ第1報 ニ ハ死結核菌ニヨル。第2報 ニハ

「ツペルクリソ」注射ニヨか。第3報 ニノ、死fチ フヌJ菌

族 注射ニヨリ惹起セラル ・。第4報 ニハ臓器乳鋼ニョ

ル夫 々ノ「ツペ,veリ ソアレルギーj二 就 テ ノ實験報
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告ナ リ。郎チ氏ハ結核菌ノ「加熱死」ヲ其 ノ抗原性 ヲ損

セザ,レ範園二於テ可及的完全二行ヒ、亦動物二封スル

注射全量ヲモ出來得ル限 リ制限 シテ皮下及 ビ腹腔内

二磨用シ、以テ試獣二結核ラシキ解剖的愛化ヲ起サシ

ムルコトナク「ツベル〃リソアレルギーJノ 成立 ヲ得

ソbノ 考ヨリ實験 ヲ試 ミタルナ リト。而 シテ、第1報

ノ實験成績 ヲ綜覧ス,レニ、加熱死或ハ化學的死二俵ル

結核菌蚊二「コッホ3菌 ヲ軍 猫 二叉 ハ豚血清 ト併用 シ
き

チ實験 セル成績 二於 テハ(1)皮 内反顧 ノ最初 二出現

ヌル時期ハ結核海猿 二於ケルガ如 クー定 ノ型ヲ認メ

ラL/ズ9乃 至26日 ノ間二來♪レモ10乃 室16日 目ヲ最

モ多シトス。

(2)皮 内反慮二於ケル反慮性炎症(壁 赤、腫脹、寝潤、

壌死)ノ 経過ハ生結核菌感染 ノモノニ比 シ共ノ大サ持

績時間等一般=輕 度ナルヲ常 トスvド モ亦Kokard・

reaktionヲ 示ヤ,レ例欝 カラザ リシト。

(3)加 熱 死及 ビ牝學的死二俵ル成績 ハ加熱死 ノモノ

稽 く勝レリ、叉加熱死 ノモノニア リテハ 「コッホ」菌塵

置ノ特 二海瞑 二著明二反慮 シ結核菌施置 ノモノ之二

次ギ化學的死 ノモノニア リテハ之 二反 シ、「コッホ」菌

二依7レモノ結核菌 ノモノニ比シ稽 く劣ル、叉死菌ノミ誓…'

塵置注射ノモノレ之 二豚血清併用 ノモノ トノ間ニハ

其 ノ反慮二著シキ差異ナキモ後者稽 く著明ナリ。豚血

清 ノ新藩ハ成績 二格別 ノ影響ナシ。

(4)慮 置注射二用ユル死結核菌量或 ハ 豚血清量 ト皮

内反慮陽性度 トハ必ズシモ卒行セル成績 ヲ現ハ サ ズ

寧 口注射菌量少ナクシテ反慮却ツテ顯著 ナルヲ見ル

コト多シ。既往ノ研究者バー般 二大量 ヲ注射ス。

(5)皮 内反鷹ノ陽性持綬期間バー定セザ ル モ大約2

乃至3ケ 月 ニシテ中二136日 二及ベルモア リ、一旦陰

性期二入ルモノハ共 ノ後、「ッベルクリソJ静脹内注射

或ハ度 々繰 リ返ス皮内注射二依 リ再 ビ陽性反磨ヲ現

ハヌコトナシ(例外 トシテ1 、2例極 メテ輕微ノ登赤ヲ

陰性期中二見タルコ トアリ)。

(6)濃 縮 「グリセリン」肉汁ニテノ・全試験群 ヲ通 ジテ

全然反磨 ヲ示サズ、結核菌;Acrエ キス3ニ テハ「ツペ,レ

ク リソ鏑 略 し同一程度、或ノ・稽 く輕度二陽性反悠ヲ

現ハセリ。此 ノ事實ハ斯ル皮内反慮が「ッペルクリン」

中二含有セル「ベプトソJ或ハ肉汁二依ル非特異性、蛋

白質過敏性反慮ナリト圭張スルー派ノ説 ヲ根抵 ヨリ

覆スモノナリ。
　

(7)皮 内反感 ト「ツベルクリソ」艀飯内注射二依ル「ア
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ナ フキラ キ シー 」トハ 多 ク ノ場 合 併 行 シテ存 在 ス。

(8)「 ツ ペ,レク リンア ナ フヰラ キ シー」 ハ 小 量 注 射 ニ

テ定 型 的 「シヨック」死 ヲ見 タ リ。皮 内反 磨 陰 性 トサ1ノ

ル後 迄 モ 「ア ナ フヰラ キ シー」性 ヲ 保 有 シ 慮 置 注 射 後

130乃 至150日 子及 ブ モ ノ ア リ。

(9)實 験 動 物 ノ・禮 重 ノ減 少僅 微 ニ シテ却 ツ テ 實 験 ノ

進 ム ニ從 ヒ増 量 ヌ ル例 多 シ。又 解 剖 的所 見 バ 肉眼 的 二

死菌 注 射局 部 ノ・勿 論 、 脾 、肝 、淋 巴 腺其 ノ他 二全 然 結

核性 攣 化 ヲ鉄 如 ス。以 上 ノ成 績 二徴 ス ル ニ全 然 解 剖 的

愛 化 ヲ起 サ シメ ザ ル程 度 ノ少 量 ナ ル 死 結 核 菌 或ハ 之

二豚 血清 ヲ作 用 シテ盧 置 ス ル 事 ニ ヨ リ 健 康海 猿 ヲ確

實 二 「ア レル ギ ー」化 ス ル ヲ得 、 比較 的著 明 ナ ル 「ツ ベ

ル 〃 リ ソj皮 内 反 慮及 ビ 「ア ナ フヰラ キ シー 」二成功 セ

リ。而 シテ斯]V「 ツ ペ,レ〃 リ ソ」皮 内反 磨 ガ輩 ナ ル 蛋 白

質 二封 ス ル非 特 異 性 過 敏 症 二非 ズ シ テ 結核 菌 其 ノモ

ノ ・有 ス ル毒 素 或 ノ・ソ ノ分 解 物 質 二 基 因 ス ル所 ノ結

核 二封 ス ンレ特 異性 反磨 ト理 解 シテ可 ナル ペ ク、 「ア ナ

フヰラ キ シー」 現 象 モ亦之 二 俘 フ動 物 ノ高 度 ノ過敏 化

ト言 フ ヲ得 ペ シ。 ト述 べ第2報 ハ氏 ノ 自製 無蛋 白 「ツ

ベ ル ク リ ン」、 傳研 製菌 「ソ ペ ル ク リ ソjb豚 血 清bヲ

少 量 二使用 シテ εアVVギ ーjノ 成 否 如 何 ヲ試 ミタ リ。

其 ノ結 果 ヲ綜 括 シ、

(1)豚 血 清 加 無 蛋 白「ッ ペル ク リ ン」或 ハ 豚 血 清 加 蕩

「ツ ベ'レク リ ンj=テ 健 康海 猿 ヲ皮 下 或 ハ 腹腔 内 二虞

置 シテ感 作 セ シ ムル コ トヲ得 タ リ、而 シテ何 レモ其 注

射 量 ハ必 ズ シモ大 量 ヲ必 要 トセ ザ ル ナ リ、皮 内 反癒 ノ

程 度 ハ無 蛋 白 「ツペ,レ ク リ ンJ二 依,レ モ ノ蒼fツ ・x")tzク

リ ソ」二依 ル モ ノ ヨ リモ輕 度 ナ リ。

(2)奮 「ツ ベ ル ク リン」塵 置 ノモ ノ ニ テ'・屡 くKokard・

reaktiOfiヲ 見 、 少 量 ノ注 射 量 ニ テ 著 明 ノ皮 内 反 磨 ヲ

起 シ得 ル コ トヲ輕験 セ リ。

(3)濃 縮 「グ リセ リン」肉汁 ニ テ反 磨 セ ズ、 結 核 菌 水

「エ キ ヌ」ニ テハ 「ツ ペル 〃 リ ソ」ト同程 度 二反 癒 ヌ。

(4)「 ア ナ フヰラ キ シnハ 著 明 二現 ハ 〆 ヅ ベ ル ク リ

ソ」0.1乃 至0。3蝿 ニ テ定 型 的 「シ ヨック」死 ヲ 惹 起 シ

得㍉ 而 シテ 「ツ ベル ク リソ」盧 置 ノモ ノ ヨ リ モ顯 著 ナ

リ。

(5)「 ツ ベ ル ク リ ソアナ フヰラ キ シー」 ト皮 内 反慮 ト

ハ密 接 ノ關 係 ヲ有 シ常 二相 雁 行 ス ル ヲ見 ル。

以 上 ノ成 績 ヨ リ考 察 ス ル ニ豚 血清 全 量0。9蝿 、 「ッ ベ

ル ク リソJ全 量0.3琵 ノ 塵 置 注 射 ヲ 以 テ 健 康海 猿 二

「ツ ベル ク リンア レつレギ ーjヲ 惹 起 セ シメ得 タ リ ト.
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第3報 二於テハ死「チフス」菌籏注射 ニ ヨリ惹起k.ラ

iV、 「ツベルクリンアレ]vギ ー」ノ研究ニシテ、次 ノ8

項 二亙 リテ行ハY、(1)加 熱死「チフス」菌注射海猿二

於ク,レfツペルクリンアV・ルギー」、(2)豚 血清加加熱

死「チフス」菌注射海猿二於ケル「ツペル ク リソ」皮膚

rア レルギー」、(3)加 熱 「パラチフスjA死 菌注射海猿

二於ケル「ツペルクリソJ皮膚「アレルギー」、(4)豚 血

清加加熱死「パラチフスJA菌 注射海猿 二於ケ]レ、(5)

加熱死「パラチフス」B菌 注射海猿二於ヶル、(6)豚 血

清加加熱死rパ ラチフヌ」B菌 注射海狸二於ケル、(7)

加熱死rグiVト ナー」菌注射海猿二於ケル、(8)豚 血清

加加熱死「ゲルbナ ーj菌注射海狸二於ケル夫々「ツベ

ルクリン」皮膚「アwvlvee-」 。 而シテ之Vヲ 総括 ・y、

本實験施行期間悪氣象ノ影響ナルカ、或ノ、注射菌量 ノ

過量ノ爲 力試獣ノ實験中早期 二弊死セルモノ多ク、從

ツテ「ツベルクリン」皮内反磨以外 ノ楡索 ヲ全 フスル

事能ハザリキ、皮内反磨バー般 二顯著ナル蜴 性度 ヲ示

シタ,レ場合少ナヵラズ、各菌種ノ現ノ・セル反億度ニノ・

著 シキ差異ヲ認メ難 ク略 ζ同程度 二來 ソリ。同一菌ニ

アリテハ豚血清附加ノモノ反癒著明 ニ シテ注射菌量

多キ程顯著ナリ。陽性反磨ノ出現ハ何 レモ早期 ニシテ

既二虞置注射後3日 目二現ハル ・モノ最多ナリ。其ノ

陰性期二入,レハ30乃 至70日 ニ シテ陽性持績期間ハ

1ケ 月乃至2ケ 月絵 トス、 反磨ノ大多薮ハ24時 間後

ヲ最高度 トナシ48時 間或ハ72時 間内二消失ス、死結

核菌實験二比 シ、皮内反慮出現ノ早キハ恐 ラクノ・「チ

フス」菌籏 ノ加熱死二Nリ 比較的早期ゴ吸攻浩化サル

ルニ基クモノナラソカ、死菌注射部二反磨性炎症ヲ見

,レハ多クハ注射菌量多キ海狸 ニシテ斯,レ動物ハ「ツペ

ルクリソ」皮内反磨モ亦著明 ナ リ。以上各菌「フクチ

め ヲ以テ略 く同程度 ノ成績 ヲ得タリ。而シテ其ノ登

赤 ノ獣況、腫脹 ノ強弱、反磨時間殆 ソド壌死ヲ見ザル

コ ト等詳細二検索スルニ、生及 ビ死結核菌二於ク,レ反

慮 ト稽 く趣 ヲ異ニセル如ク、斯 加レ「ツベルクリy」皮

膚過敏症が、結核免疫本來 ノ特異性二封 シテ如何ナル

意味 ヲ有スルヤハ不明ナ リ。

第4報 二於テハ、臓器乳刺注射ニヨル「ツベルクリソ

ア1!ル ギー」ノ研究ニシテ郎チ結核菌 トハ何等 ノ關係

辛キ健常臓器組織が結核免疫 ノ成立ニ ァ ル緊密ナ,レ

働 ヲ及ボスガ如ク考ヘラル ・ハ意味深 キ事ナリ。余ハ

斯力'レ興味アル問題二封シテ臓器組織中、健康肺組織

並二健康腎組織 トヲ以テ海狸及ビ家兎二就テ「ツベ;レ
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グリン冗レジレギー」ノ成否如何ヲ「ツベ,レクリソ」皮内

反慮 全均熱反慮及ビ補盟結合反懸二俵 リ観察 シ、尚

健康海猿脾組織二俵ル皮内反慮、熱反慮等ヲモ海狸ニ

ツキ併セテ實験 セリトナシ4群 二分 チ テ實験報告セ

リ、而 シテ之 レヲ次ノ如 ク綜指セラレタ リ。

健常肺、腎(海猿、家兎)蚊 二脾組織ニテ健康海瞑ヲ著

明二過敏性ニスルヲ得タ リ。即チ肺及 ビ腎組織注射全

量O,3乃 至0.4蝿 ニテ顯著ナル「ツベ ♪レク リソ」皮内

反慮、「ツベルクリソ」全勇熱反慮、補盟結合反磨ノ成

立ヲ惹起セリe而 シテ注射全量150蛭 ニテハ皮内反慮

現ハレズ熱反旛モ弱クナ レ リ之二反 シテ補盟結合反

慮ノ、却ツテ著明二現ハル。

「アナフ率ラキシー」ハ死結核菌
、「ツベル〃リソj豚血

清慮置ノモノニ比 シ輕度ナルガ如 シ。皮内反磨、熱反

慮、「アナフ¢ラキシー」ハ常二李行 シテ其 ノ強サヲ示

スモ補盟結合反磨ハ是等 ト卒行セザ♪レ事多 シ、皮内反

慮二i封シテ1・海猿肺、腎、家兎肺有カ ニ シテ家兎腎

稽 く劣ル、熱反鳳 補饅結合反磨 二樹 シテノ・各臓器二

著 シキ差無 シ、然シ海猿脾ニテハ皮内、熱雨反慮共最

モ弱度ナ リ。同一動物 ニテ皮内反慮並二補髄結合反磨

ノ出現デ陽性期間、 清襯期等 ノ 日籔 二差異 ア リ、

Wassermann戊 反懸 ハ結核補盟結合反慮 ト略 く同程

度 二現ハル、斯 力}レ「ツベルクリソアのレギー」結核二

封ス〃特異性ハ結核補盟結合性物質ノ號現、皮内反磨

ノ特異性 ヨリ推 シテ之 ヲ是認ス ベ 〃唯結核獣 二比シ

比較的ノモノト思考セラル。健康臓器ガ結核免疫 チ野

シテ斯 カル作用 ヲ致 ス所以 ハ臓器組織 ノ「レセプ ト

,レ」共通性ニヨリ説明スルコトヲ得ベシ。

健常肺、腎(海 狼、家兎)ヲ 以テ健康家兎 ヲ「アレルギ

ツシユ」二爲スヲ得タルモ海狸 二比 シ輕度ナ リ、海狸

二反 シ臓器注射全量15.0乃 至 £0.OV姥=テ 陽性皮内

反慮 ヲ見タリ。皮内反慮、補盟結合反磨 ノ出現、陽性

期間、清腿期ハ頗ル不規則ナルモ海猿 ヨ リハ長期二

瓦})存 在ス、熱反磨ハ極メテ輕度ナリ、皮内反磨二i封

シテハ家兎腎組織最モ有カナルが如 キ モ其他 ノ臓器

間ニハ著 シキ差異 ヲ見ザルナ リ。ヱ賃反磨ノ・全部陰性

ヲ示セリ、

以上 ノ全實験 ヲ通ジテ濃縮「グリセリン」肉汁 ハ陽性

反慮 ヲ示サズ、結核菌水「エキスJハ 「ッペルクリンjb

略 ζ同程度(壌 死 ヲ作 ラズ)二反慮セ リ。(相 澤秀抄)・

肺窓量(最 穴容量、肺活量、中位量、慶氣量)ノ 研

究

録 【第13巻

小田俊郎、高橋朝野、葛西 とも(日 本内科學會雑誌第

22巻 第1號 。昭和9年4月)

生盟。ノ肺容量 ハ呼吸 ノ過程二依 リテ著 シク異ルう卒静

ナル呼吸時 ノ李均肺容量ヲ呼吸中位量、之 ヨリ最大吸

氣量ヲ補氣、最大呼氣量ヲ蓄氣、雨者ノ和 ヲ肺活量、

最大呼氣 ノ後二残留スル瓦斯量ヲ残氣、残氣 ト肺活量

bノ 和 ヲ最大肺容量h云 フ。肺活量ノ検査ハ古グ ハッ

チソソソ」以來行 ハv殊 二近年循環機能不全症、或ハ

肺疾患等 ノ診蜥乃至豫後剃定二重要観 セ ラル・二至

1/ル ト共二蓮動轡學方面二於テ勇盟鍛錬、勢作能九

疲勢 トノ緊密ナル關係 ノ確認 セ ラ レテヨリ臨駄乃至

生理方面 ノ慮用甚ダ振大スルニ至 レリ。カ・ル見地ヨ

リ氏等ハ北大有馬内科敏室二於テ次 ノ要領ニヨリ實

験セラレタルモノナリ。而シテ從來 ノ研究ハ圭 トシチ

Davyノ 考案セ2レ水素稀繹法及ビDuringニ ヨ,レ窒素

稀繹法ヲ以テ行ハレタルモ是等 ノ方法 ノ・肺臓及 ビ装

置内ノ瓦斯 ヲ遠 カニ混合セシムルタ メ ニ深呼吸ヲ反

復セシムル必要アルヲ以テ、呼吸促迫 シ肺活量小ナル

患者ニハ實施 シ難 カリシナリ。然 カルニ先 キニVan

Slykea.Bingerノ ・李静呼吸ヲ以テ實施 シ得ベキ検査

法 ヲ考案 シ更二最近Sendroy.Hillera.VanSlyke

バー層簡便ナル方法 ヲ提供 シ数例 ノ健康者二就テ從

來ノ稀葎法 トー致スル成績ヲ學ゲタリ.本 法ハ窒素稀

糧法 ノーツナレ共二雫艀呼吸 ヲ以テ行 ヒ得 ルヲ以テ能

ク呼吸促迫セル患者ニモ使用 シ得ベシ。故二氏等ハ本

検査法 ヲ以テ同一人二就 キ反復測定 セ,レニ甚ダ良ク

ー定 シタ,レ値 ヲ得
、測定誤差 ノ極メテ小ナルヲ確メタ

,レヲ以テ進 ソデ健康男女、蓮動選手、循環機能不全其

他呼吸困難 ヲ件ヘル諸疾患二就テ測定 ヲ行 ヒ、更二盟

位ノ墾化、身盟、動作ニヨル肺容量ノ憂化ヲ観察 シ呼

吸困難二封スル肺容量ノ態度ヲ考察スルト共二「アド

Vナ リン」「アトロピソJ及 ピ強心剤 ノ影響 ヲ測定 シテ

自律紳経及ビ循環機能 ト肺容量 トノ關係 ヲ観察 シ次

ノ結論 ヲ得 タリ。

(1)肺 容量 ノ構成郎チ肺活量中位量及 ビ残氣 ヲ測定

スJレ方法 トシテSendroy,Hillera.VanSlyke氏 法

ハ健康者ノミナラズ從來ノDavy等 ノ方法b異 リ呼

吸困難ヲ俘ヘル患者ニモ使用 シ得ベシ。

(2)健 康男女ノ仰臥位及 ピ坐位肺容量 ヲ測定セルニ

女子二於テハ男子二比較 シテー般二小 サ 〃且呼級あ

比較的呼氣状態二於テ醤マル。但 シ残氣 ノ最大肺容量

二封スル比率ハ男子 ト異ラズ。
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(3)饅 位 ハ肺容量ノ構成ヲ憂化スル毛 ノニシデ坐位

二於テ最大肺容量中位量残氣何 レモ塘大 シ呼吸ハ著

シ〃吸氣位ヲト,レ。

(4)虜 饅動作時ノ中位量 ハ動作開始直後縮小ヌルモ

少時ノ後明カニ李時ヨリモ披大ス。

(5)蓮 動選手ノ肺活量、最大肺容量、中位量何vモ ー

般健康者ヨリ大+〃 ドモ残氣ハ殆 ソド差異ナ久 從ツ

テ最大肺容量二封スル残氣ノ比率ハ著 シク小ナリ。

(6)循 環機能不全、漁性肋膜炎、氣胸、腹膜炎、貧血

症、バセ ドウ氏病ニテハー般 二最大肺容量及 ビ肺活

量ハ著 シク縮小スルモ残氣ハ寧 ロ大ナルモノ多シ。但

シ漁性肋膜炎ニテハ残氣亦小ナ リ。而シテ最大肺容量

三封ヌ,レ痩氣ノ比奉バ全例 ヲ通 ジデ犬ナリ♂

(7)強 心鋼ハ循環機能不全症 ノ肺活量 ヲ増大 シ中位

量及ピ残氣 ヲ縮小セシム。

(8)自 律紳経毒 ノ作用s就 テハ實験例爾少数 ナ レド

毛「ブドレナリソ」ハ肺活量ヲ縮小 シ中位量 ヲ増大セ

シムルモノ・如シ。

要之勇盟動作二當 リテ呼吸困難 ヲ訴 フ ル事少キモノ

ニ於テノ・呼吸構成大ニシテ呼吸充進二封 ス ル適慮範

園大ナルト共二残氣量比較的小ニ シテ肺臓内瓦斯交

換能牽ノ良好ナルニ反 シ呼吸困難 ヲ訴 へ易 キ患者二

於テハ適磨範園小サキノミナ ラ ズ残氣量比較的大ニ

シテ換氣能率不良ナリ.(相 澤秀抄)
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